
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの健やかな成長のために  

副校長 藤 田  修 

梅雨が明けると、暑い夏がやってきます。そこで、「熱中症予防のポイント」を紹介します。①上手に

エアコンの調整をすること。②暑くなる日は帽子などで日差し対策③水分をこまめに補給。④おかしいと

思ったら病院へ。このポイントを守って、暑い夏を乗り切りましょう。  

 さて、子供たちの健康や体力の状況を見ると、決して望ましいものではありません。社会環境や生活様

式の変化は、子供たちの健康にも影響を及ぼしています。また、体力・運動能力調査の結果などでは、子

供たちの体力水準も低下していることがうかがえます。  

そこで、本校では確かな学力の向上と豊かな人間性の育成とともにたくましく生きる心と体の育成に努

めています。そのためにも、運動を通じて体力を養い、望ましい食習慣など健康的な生活習慣を身に付け

ることが必要です。そのため、学校では①担任と体育講師が協力して体育の授業を工夫し、体育好き、運

動好きな子供たちを増やし、生涯にわたって積極的にスポーツに親しむ習慣や意欲を育てています。②心

身の健康の保持・増進のため、心身の成長の発達や健康についての正しい知識を習得させます。③菜園で

の栽培活動や一流シェフに学ぶ料理教室（６年）を行うことで、食に関する指導の充実を図っています。 

最後に、学校公開では多くの保護者の皆様に御参観いただきましてありがとうございました。また、第

１回学校説明会には、６０名の新１年生の保護者の皆様に御参加いただきました。今後とも、本校の教育

活動に御支援、御協力をお願いいたします。  

 

 地区班活動 
地区班活動担当 原 廣之 

  

子供は、家庭や学校だけでなく、多くの人と

の関わりの中で育っていきます。様々な人々で

構成される地域社会もその重要な一つです。 

本校では、１年生から６年生までを縦割りの

９つの地区班に編制し、同じ地域に住む子供た

ち同士が顔を見知り合い結びつきを強めていく

ようにしています。また、非常時を想定して、

地区班での集団下校の訓練も行っています。 

このような活動を通して、自分の住む地域に

愛着をもち、助け合いの精神をもった良き地域

住民として育っていくことを期待しています。 

 この活動には、各地区の保護者の方に「世話

人、副世話人」として御協力いただいています。 

 世話人 副世話人 

１班 秦さん(6 の 1) 細野さん(6 の 1) 

２班 海老根さん(6 の 1) 野島さん(6 の 1) 

３班 遠藤さん(5 の 1) 川村さん(5 の 1) 

４班 小西さん(6 の 1) 亀山さん(6 の 1) 

６班 高田さん(6 の 1) 石井さん(6 の 1) 

７班 山本さん(6 の 1) 多田さん(5 の 1) 

８班 榎本さん(6 の 1) 國枝さん(6 の 1) 

９班 三谷さん(6 の 1) 遠藤さん(6 の 1) 

10 班 武田さん(5 の 1) 栗原さん(6 の 1) 
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栽培活動 
菜園担当 菊地 隆之 

 

 「食」は「生きる」基本です。出来上がった料理

を口にするだけでなく、食材に関心をもち、食料生

産の苦労や喜び、食の安全などについて考えること

が大切だと言われています。 

本校では、そのようなことを体験的に学ぶ場とし

て、平成１９年度から、屋上にミニ菜園をつくり、

野菜の栽培活動をしています。 

矢来校舎では、屋上ではなく体育館と 1 年生の教

室の間のスペースで引き続き栽培活動を行ってお

ります。今年度も、４月に各学年の子供たちの手で

種蒔きや苗植えをしました。屋上に比べ、虫がつき

やすく世話が大変になりましたが、今では様々な野

菜が育っています。子供たちは、水やりや害虫取り

などの世話や観察をしながら、成長や開花や結実に

気付き、嬉しそうに話してくれます。 

この栽培活動には、元本校教員の横山様、「日本

の食文化を伝えていく会」の内田様に協力していた

だいています。定期的に来校して子供たちに野菜の

知識や育て方の工夫を教えてくださっています。ま

た、生育状況を見て、専門的な見地から適切な処置

や助言をしていただいています。 

 



今月の行事予定 

日 曜 朝 行 事 予 定  

1 水  学習  安全指導日  

2 木  児童  都学力調査（５年）  

3 金  学習   

4 土   

・中町児童館まつり  

・開校１３５周年記念特別授業  

「古典（伝統芸能）を楽しむ」  

鑑賞とワークショップ  

16：30～17:30 

5 日    

6 月  朝会  地区班活動 ５時間授業  

7 火  読書  音読の日 避難訓練  

8 水  学習  
４時間授業  

小中連携研修会（牛込三中参観）のため  

9 木  児童  阿波踊り週間（始）  

10 金  学習   

11 土    

12 日    

13 月  朝会  

保護者会（４～６年・若竹）  

夏季施設説明会（５・６年）  

５時間授業 特別時程１４：０５下校 

14 火  読書  

なかよしの日  

保護者会（１～３年）  

１～３年のみ５時間授業  

15 水  学習   

16 木  児童  
阿波踊り交流会 阿波踊り週間（終） 

給食（終）  

17 金  学級  終業式  

18 土   愛日まつり  

19 日    

20 月   海の日  

21 火   夏季休業（始）８／２４（月）まで  

22 水    

23 木    

24 金    

25 土   神楽坂まつり阿波踊り大会  

26 日    

 

※毎週木曜日  （原則） 都スクールカウンセラー来校日  

 毎週火・金曜日（原則） 区スクールカウンセラー来校日  

※いじめ相談専用電話「新宿子どもほっとライン」 (03-5273-3531)  
※新宿区教育相談室 (03-3232-2711) 

 

８・９月の主な行事予定  

８／１（土）～ ３（月）女神湖夏季施設（５・６年）  

２５（火）始業式      

２６（水）給食（始）  

２８（金）合同引き渡し避難訓練  

９／１（火）～ ４（金）個人面談  

１０（木）～１２（土）学校公開  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

ホームページを開設しています。 http://www.shinjuku.ed.jp/es-aijitsu/index.html 

７月の目標 

〈生活〉めざせ おそうじ名人 

〈言葉〉「あったか言葉」でやさしさいっぱい  

元気いっぱい若竹学級  

若竹学級担任 平田知子・菊地隆之 

若竹学級は昨年度に引き続き新入生３名を迎

えて、９名でのスタートとなりました。１・２

年生が６名と低学年の多い学級となり、にぎや

かな楽しい若竹にさらにパワーアップ。上級生

たちも 1 年生の見本になろうと頑張っています。 

 先日の東京探検では、あらかわ遊園まで電車

を乗り継ぎ、アトラクションで遊んだり、モル

モットと触れ合ったり、水遊びをしたりして楽

しみました。子供たちは元気いっぱい、まだま

だ遊び足りない様子でした。 

 ７月４日に中町児童館で行われる「夏まつり」

に、今年もボールを使ったゲームのお店を出す

予定です。また、「愛日まつり」では手作りう

ちわのお店を開きます。牛乳パックから作る世

界で一枚だけの手作りうちわ。子供たちが一枚

一枚作っているため、模様もすべて異なります。

ぜひ「夏まつり」や「愛日まつり」に御参加く

ださい。元気いっぱいの若竹の子供たちがお待

ちしています！ 

学び合いながら、高め合う学習を  

 研究主任 田中 かおり 

 

 今年度も本校の研究主題は「自分の考えを深めて伝

え合う言語活動の工夫」です。言語活動の工夫は「コ

ミュニケーションスキル」の一つとも言え、東京都も

そして新宿区も重点課題として捉えており、本校でも

２１世紀を担う子供たちの学力には不可欠であると考

えています。また、次世代の子供たちには互いに学び

合いながら高め合っていく「協働的な学習活動」も多

くの場面で求められるようになりました。教師の発問

に対し、一人の児童が正答を言って終わり、ではなく

みんなで相談しながら「解」を作り上げていく、そん

な授業イメージです。研究の教科は昨年度同様「算数」

に加え今年度は「国語」でも研究を進めることになり

ました。講師の先生も昨年度に引き続き日本教育大学

院大学の北川達夫先生と横浜国立大学の石田淳一先生

をお迎えしています。また今年度は研究授業を年間３

本行うだけでなく、全員の教員がお二人の講師に１回

ずつは通常の授業を見てもらい、指導いただきます。

子供たちの学力同様、担任の指導力も合わせて高めて

いきたいと思っています。 

 

 


